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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和5年7月28日（金）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：吉野長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから7月28日の原子力規制庁定例ブリ

ーフィングを始めます。 

○吉野総務課長 報道官の吉野です。 

  原子力規制委員会の広報日程について御説明いたします。 

  1枚めくっていただきまして、8月1日の（4）第1174回原子力発電所の新規制基準に係

る審査会合について、8月1日に入っております。 

  東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所第7号機特定重大事故等対

処施設に係る設計及び工事の計画の認可申請に係る審査が行われることとなっており

ます。特重に関する審査ですので非公開でございます。この審査の前回の審査会合は、

6月6日に開催されております。 

  続きまして、（5）第18回量子科学技術研究開発機構部会、これは国立研究開発法人審

議会の要件の部会になりますが、同日4月1日にございます。対応は新田放射線防護企画

課長となっております。 

  前回7月5日に、第17回部会で、機構から自己評価を聴取し議論をしておりますので、

それを踏まえて今回の会合で評価に関する意見を取りまとめていただくという予定と

なっております。 

  今年度は、昨年度の業務の実績評価と併せまして、今年度末、令和5年度末で終了いた

します第1期中長期目標の評価も併せて行っております。この部会で意見が取りまとめ

られましたら、8月23日の定例会で、その意見を踏まえて原子力規制委員会で業績の評価

の審査を行うということが予定されております。 

  次が、8月3日、（8）の案件、第1175回原子力発電所の新規制基準に係る審査会合です。

対応は杉山委員です。 

  議題は、九州電力の川内原子力発電所の受電系統の変更に係る保安規定の変更認可申

請の審査となっております。これは4月12日に申請が出ているものでございまして、川内

原子力発電所では、外部電源の信頼性確保の観点から受電系統を変更いたしまして、回

線数の増強を行うということが計画されており、それに関連する保安規定の変更につい

て審査が行われる予定となっております。 

  次、9番、第1176回原子力発電所の新規制基準に係る審査会合です。 
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  議題は、北海道電力泊発電所3号機の重大事故対策についてということで、杉山委員が

対応されます。本件は、大規模損壊等に係る審査ということで非公開で行われます。 

  この論点の前回の審査は5月25日に行われております。そこで北海道電力のほうから

行われました説明について、今回はコメントを返すということを予定していると聞いて

おります。 

  10番、第1177回原子力発電所の新規制基準に係る審査会合です。 

  これは同じく北海道電力の泊発電所3号炉の設計基準への適合性及び重大事故等対策

について審査が行われます。内容は、まとめ資料の確認と津波設計方針の審査と聞いて

おります。 

  8月4日でございますが、11個目の議題で、第1178回原子力発電所の新規制基準適合性

に係る審査会合が予定をされております。 

  議題は3つで、最初の2つが、東北電力株式会社東通原子力発電所の評価となっており

ます。 

  議題1では、プレート間地震による津波と海底地すべりによる地震の津波の組合せに

関する評価方針について審議が行われます。 

  また、議題の2では、震源を特定せず策定する地震動について評価が行われる予定でご

ざいまして、標準応答スペクトルに基づく評価における地震基盤相当面の設定の妥当性

などが審議されるということになっております。 

  議題の3は、浜岡原子力発電所についての議題となっております。 

  海洋プレート内地震や海域の活断層による地震に起因する津波について審議が行われ

ると聞いております。 

  3の書面会合でございますが、8月1日から8月2日にかけて、国立研究開発法人審議会日

本原子力研究開発機構部会の評価に関する意見の取りまとめについての書面の審査が

開催されます。 

  こちらも、7月24日に機構のほうから自己評価のヒアリングを行っておりまして、それ

の結果を踏まえて意見の取りまとめが書面で行われるものでございます。ここでも取り

まとめられた意見は、8月23日に原子力規制委員会定例会にお諮りして、評価の取りまと

めをしていただければという予定となっております。 

  最後でございますが、先ほど広報のほうからもお知らせがあったと思いますけれども、

委員の現地視察が入ってきております。 

  8月9日に、杉山委員が柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可について現地調査を

行います。本件は原子炉建屋の水素防護対策について現地調査を行うものでございまし

て、6月に女川で行った調査を柏崎でも行うというものでございます。オペレーティング

フロア等を調査するということで伺っております。 

  以上でございます。御質問等はございますでしょうか。 
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＜質疑応答＞ 

○司会 皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属とお名前をおっしゃってか

ら質問をお願いいたします。御質問のある方は手を挙げてください。 

  ヤマダさん。 

○記者 新潟日報のヤマダです。 

  2ページ目、8月1日の新規制基準に係る審査会合、KK（柏崎原子力発電所）関連で、こ

れは審査の進度はどのぐらいまで進んでいる感じなのでしょうか。 

○吉野総務課長 これは4つに分割されて出てくるもののうち2個目までが今出ていると聞

いておりまして、それ（1分割目）の、前回が6月6日の2回目と聞いております。まだこ

れですぐ終わるというわけではないと思います。 

○記者 ありがとうございました。 

 

○司会 ほかに御質問はいかがでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

－了－ 


